
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サン電子工業株式会社

Ⅱ.　事業活動の規模

Ⅲ.　推進体制

Ⅳ.　環境経営目標

Ⅴ.　環境経営目標とその実績

Ⅵ.　環境経営活動の取り組みと評価

Ⅶ.　関連法規制の遵守状況

　　環境経営レポートVer.16

《 2022.05.01～2023.04.30 》

2023年6月24日

Ⅰ.　環境経営方針

≪目次≫

Ⅷ.　代表者による全体評価と見直し



１、

①

②

③

④

⑤

２、

３、

４、

５、

策定日  2007年  5月  1日

改定日　2023年 6月  24日

サン電子工業（株）

代表取締役　朝 香 純 男　

当社の主力事業である、スイッチング電源及びアミューズメント機器の開発・製
造・販売までの各領域において、技術的・経済的な事情を考慮の上、環境に与える影
響を低減するとともに、循環型社会の実現に努めます。

Ⅰ　環境経営方針

【 基本理念 】

私たちは、かけがえのない地球を守り、持続可能な社会を実現するために、地球環境に
配慮した事業活動に努めます。

【 基本方針 】

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ります。

環境経営方針は、全社員に周知徹底するとともに、環境教育を実施して社員の環境意
識の向上を図ります。

二酸化炭素排出量削減のため、使用電力削減・使用化石燃料削減

事業活動で発生する廃棄物の発生を抑制、再使用の向上

限りある水は、使用量削減のため節水に努め、使用量を削減

環境活動の継続的改善を推進するにあたり、環境経営目標・環境経営計画を策定し、
取組みます。策定した目標・計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。

事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

化学物質の使用量を管理

生産効率を高め、環境負荷の削減
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　 太田工場 1475.95㎡

サン電子工業 ㈱         1,491 百万円

　延床面積 深谷工場 5374.74㎡

　 本社 2818.88㎡

Ⅱ　事業活動の規模

１．  事業者及び代表者名

事業者及び代表者名　　　サン電子工業　株式会社

　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　朝香　純男

　従業員数 サン電子工業㈱ 62 名（4月）

２．  環境保全活動の責任者及び担当者

埼玉県秩父市下吉田7796-1

太田工場 埼玉県秩父市太田935-2

営業統括部 中山　智人

環境管理責任者

対象事業所 深谷工場 埼玉県深谷市本田3077-1

本社

３．  事業内容

電源・基板実装及びアミューズメント機器の設計及び製造

４．  事業規模

　　　2022年度売上金額

統括責任者 代表取締役 朝香　純男

太田工場 ℡　0494-77-1590

深谷工場 ℡　048-578-2200

本社 ℡　0494-77-1670

品質保証部 三浦　幹雄

事務局 生産統括部 佐藤　雄太

　 品質保証部 河野　雅俊

連絡先　
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深谷工場 本社・太田工場

阿部・福田・新井 加藤・近藤

坂本・新井(幸)

①

②

③

④

①

②

③

①

②

Ⅲ　推進体制

【統括責任者】

代表取締役

朝香純男

【サン電子工業㈱ ：佐藤・河野・中山】

事務局として、環境管理責任者を補佐し、実務全般を所管する。

環境関連法令等に関する事項のまとめを行い、環境管理責任者に報告する。

【環境管理責任者】

サン電子工業㈱：三浦

【事務局】

サン電子工業㈱：佐藤・河野・中山

職　名 役　割

 統括責任者 【代表取締役　：朝香　】

環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に
関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

エコアクション21の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器設備・
技術技能を含む）を準備する。

環境経営方針を制定する。

エコアクション21の構築・運用に関する情報を収集し、環境経営方針・環境経営目標
をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

 環境経営委員会 統括責任者・環境管理責任者・事務局・環境委員会で構成し、6ヶ月に１回及び必要に
応じて環境管理責任者が招集する。環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進
捗管理について協議する。但し、環境管理責任者が必要と認めた者は出席することが
できる。

 環境委員会 事務局・各環境委員で構成し、3ヶ月に１回及び必要に応じて事務局が招集する。二酸
化炭素排出量・廃棄物・水使用量・化学物質使用量について、問題事項を取り上げ、
具体的対策を協議し、削減に取組む。

 環境管理責任者 【サン電子工業㈱　：三浦】

エコアクション21に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り
目的を達成するために環境委員会を運営する。

エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、統括責任者による見直しの為の情報と
して、構築及び運用に関する情報を統括責任者に提供する。

環境関連法令等に関する提出書類や点検結果が適正であるか、法令が遵守されている
かの確認及び評価を行う。

 事務局
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2018年 2019年 2020年

8.3kg 9.4kg 8.8kg

5.5kg 3.3kg 4.7kg

49.1ℓ 47.7ℓ 51.2ℓ

20.0g 23,9g 8.7g

⑤ 本業に関する活動 ※3 89.2% 76.9% 97.8%

2021年 2022年 2023年

新基準値 新基準値の1％ 新基準値の2％
12.0kg 11.9kg 11.8kg
新基準値 新基準値の1％ 新基準値の2％
4.5kg 4.45kg 4.4kg

新基準値 新基準値の1％ 新基準値の2％
50.0ℓ 49.5ℓ 49.0ℓ

新基準値 新基準値の1％
20.0g 19.8g

⑤ 本業に関する活動 ※3 60% 60% 60%

　　2023年度の目標はありません。

※3 生産効率については、算出方法変更の為(間接人員工数を加える計算に変更）、目標値

  ① 二酸化炭素排出量 ※1

　　                        2021年度より排出係数を変更しております。

　　ませんが、参考として記載します。尚、2022年度内に協力会社が撤退した為、

　　を60％に変更しております。

43.8ℓ

生産効率60％以上

※1 二酸化炭素排出係数・・・2021公表 埼玉ガス㈱排出係数（0.453 kg-CO2/kWh)

※2 化学物質使用量は協力会社より発生するものであり、サン電子工業からの排出はあり

-2  新基準値・目標値

Ⅳ　環境経営目標

ｽﾛｰｶﾞﾝ ･････３Ｓ（自覚・ｼﾝﾌﾟﾙ・ｽﾋﾟｰﾄﾞ）の精神で環境負荷低減に取組もう！

1、環境目標

2018年度から2020年度の実績を踏まえ、新基準値を設定し、3年計画で2%の削減を目標とし
て掲げ、今期は基準値を目標に活動します。（二酸化炭素排出量については、現在使用して
いる電力会社の排出係数にて算出した数値を用います。）

生産効率80％以上

30.6g

③ 水使用量

旧基準値
（2017年度実績に対する1人当りの発生量）

-1  3年間の実績値

実績値

新基準値
（3年間の実績を基に基準値を設定）

目標値（削減率）

※ 二酸化炭素排出係数・・・2016年公表 ㈱ウエスト電力排出係数（0.296 kg-CO2/kWh)

④ 化学物質使用量 ※2

8.4kg

② 廃棄物排出量 4.9kg

① 二酸化炭素排出量 ※1

② 廃棄物排出量 

③ 水使用量

④ 化学物質使用量 ※2

12.0kg

4.5kg

50.0ℓ

20.0g
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2021年度 2023年度

実績 目標 目標

1人当り 1人当り 総工数 実績 1人当り 達成状況 1人当り

深谷 20.14 21.02 12832 312041 24.32 △ 20.81

本社 15.16 16.43 4762 89157 18.72 △ 16.27

太田 42.34 25.02 454 30103 66.31 △ 24.77

計 19.68 20.14 18048 431301 23.90 △ 19.94

深谷 0.43 0.52 12832 4918 0.38 ◎ 0.52

本社 0.55 0.51 4762 3452 0.72 △ 0.51

太田 0.19 0.26 454 100 0.22 ◎ 0.25

計 0.45 0.50 18048 8470 0.47 ◎ 0.50

深谷 0.05 0.04 12832 837 0.07 △ 0.04

本社 0.32 0.32 4762 1801 0.38 △ 0.31

太田 0.00 0.00 454 0 0.00 ◎ 0.00

計 0.12 0.11 18048 2638 0.15 △ 0.11

深谷 0.00 0.00 12832 0 0.00 ◎ 0.00

本社 2.19 2.06 4762 9843 2.07 △ 2.04

太田 0.56 0.37 454 245 0.54 △ 0.36

計 0.54 0.53 18048 10088 0.56 △ 0.53

二酸化炭素排出量の削減 ㎏ 計 11.6 11.9 18048 247068 13.7 △ 11.8

深谷 2.5 4.0 12832 15990 1.2 ◎ 3.9

本社 2.4 4.3 4762 6840 1.4 ◎ 4.2

太田 17.1 11.5 454 2670 5.9 ◎ 11.4

計 3.0 4.45 18048 25500 1.4 ◎ 4.4

深谷 100 100 ◎ 100

本社 100 100 ◎ 100

太田 100 100 ◎ 100

計 100 100 ◎ 100

深谷 28.6 29.7 12832 473000 36.9 △ 29.4

本社 128.6 108.9 4762 641000 134.6 △ 107.8

太田 24.9 29.7 454 13000 28.6 ◎ 29.4

計 52.4 49.5 18048 1127000 62.4 △ 49.0

深谷S

豊幸

本社

太田

計

※2022年度中に協力会社が撤退した為、化学物質の実績および評価は記載ておりません。

「1人あたり」の算出方法は実績値÷総工数にて算出。

          　◎＝達成　△＝未達

Ⅴ　環境経営目標とその実績

１、主要な環境目標と環境負荷・2022年度実績（2022年5月～2023年4月）

環境目的項目 管理実施項目 単位 拠点

2022年度

実績

電力の削減 kwh

ガソリン使用の削減 ℓ

軽油使用の削減 ℓ

灯油使用の削減 ℓ

廃棄物排出量の削減 廃棄物の削減 ㎏

水使用量の削減 ℓ

本業に関する活動 生産効率アップ ％

リサイクル率＝
ﾘｻｲｸﾙ量（一般・産廃）

廃棄物発生量
   リサイクル率 ％

60 以上

総工数　：　生産に要した時間を1日換算し、延べ人員を算出したものに、間接人員の延べ人員を加え、総工数を算出。

二酸化炭素排出量の削減
購入電力の排出係数

（R3.1.7公表）
埼玉ガス（㈱）

0.453(kg-co2/kwh)

59.1 60 以上 49.7 △

水使用量の削減
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↓

③　両面コピーの徹底 2023年度は新基準値（1人当たりの排出量）の1%削減を目
標に活動します。

④　リサイクル率100％

リサイクル率：100%を維持しています。

①　分別ルールの周知徹底 取組項目を継続し、削減に努めます。

②　廃棄物置場の整備

2　廃棄物排出量の削減 2　廃棄物排出量の削減

新基準値を削減目標とする。 1人当りの廃棄物排出目標 4.45㎏ に対して 1.4㎏となり、基
準値目標に対しては達成となりました。排出量においても前
年比53%削減となりましたが、仕事量の減少が排出量に大き
く影響しております。

「実施項目」

④　意識改革（家庭と同様の意識を持つ） 取組項目を継続し、削減に努めます。

2023年度は新基準値（1人当たりの排出量）の1%削減を目
標に活動します。

①　エコドライブ推進 ガソリン使用量・・・前年比26%削減。

②　アイドリングストップの実施 軽油使用量・・・前年比10.5％削減。

③　出張時の公共交通手段の活用 灯油使用量・・・前年比27％削減。

     契約電力  204kwh　（2022.5月） 電力使用に伴う二酸化炭素排出量が全体の79.6%を占めて
いる為、深谷工場においては、引き続きデマンド監視サー
ビスを活用するとともに、全社的に節電活動を積極的に推
進し、使用電力の削減に努めます。また、蛍光管からLED
へ切替することで、電力量が約半分になるので、今後設置
台数増加を検討します。

     契約電力  205kwh　（2023.4月）

　　④  蛍光管→LED 試験運用 50灯具（100本)

2）化石燃料使用量の削減 2）化石燃料使用量の削減。

①　空調温度適正化表示と適正温度運用 電力使用量・・・前年比14％削減。3拠点共に前年より削減
となりました。

②　照明・PC電源不要時のoff推進

③　デマンド監視サービスの運用（深谷工場） 深谷工場では太陽光発電システムにより2022年度には、
44740kwhの発電量となりました。（前年比横ばい）

     設定値  265kwh(2022年.10月より210kwhへ変更)

新基準値を削減目標とする。 1人当りの二酸化炭素排出目標 12.0㎏ に対して 13.6㎏ と
なり、未達成となりました。今期前半は仕事量が少なく、後
半は豊幸電子が構内から退去となり、総工数が前年より29%
減少した結果、一人当たりの排出量が上がってしまいまし
た。使用量は、電力・ガソリン・経由・灯油共に前年より減少
しております。「実施項目」

1）電力の削減 1）電力の削減

Ⅵ　環境経営活動の取組と評価、次年度の取組内容

１．主要な環境経営目標・取組と実績評価

取組計画 評価（5月～4月）・次年度の取組内容

1　二酸化炭素排出量の削減 1　二酸化炭素排出量の削減



6　本業に関する活動 6　本業に関する活動

生産効率の向上（目標60％以上）
（2022.1月に目標値是正）

生産効率60％以上の目標に対して、49.7％の結果でした。
工場稼働率の影響が大きく、仕事量の少なかった今期の状
況が実績に影響したと考えます。

「実施項目」

①　不良率の減少

②　治具化の推進

　②　管理状況の把握

新基準値を削減目標とする。 豊幸電子が構内から退去されたことにより、化学物質の購
入は無くなりました。

「実施項目」

　①　種類別使用量の把握と削減

2023年度は新基準値（1人当たりの排出量）の1%削減を目
標に活動します。

4　化学物質購入量の削減 4　化学物質購入量の削減

「実施項目」

①　水道メーター漏水確認

②　節水表示 節水表示を徹底し、意識を高め、活動を継続します。

1人当りの目標49.5ℓの目標に対して62.4ℓとなり、目標値に
対して26％の増加となりましたが、冷却塔の修理により、使
用量は減少しました。また、2023年度は、本社工場の冷却
塔1台を撤去し、パッケージエアコンに切替てますので、更
に減少する見込みです。

取組計画 評価（５月～４月）・次年度の取組内容

3　水使用量の削減 3　水使用量の削減

新基準値を削減目標とする。
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

①第一種特定製品の調査

要求事項に対して遵法

⑤水銀使用製品の適正処分

④産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出

要求事項に対して遵法

①収集運搬者・処分業者との適正契約

③産業廃棄物置場の設置と看板表示

浄化槽法

（2）環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2023年5月12日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。

また、関係当局からの違反等の指摘も、ありませんでした。

フロン排出抑制法

要求事項に対して遵法

③記録簿の作成、運用

②定期点検及び簡易点検実施

消防法

要求事項に対して遵法

②定期点検実施

②マニフェスト伝票（A票～E票）管理

Ⅶ　環境関連法規制の遵守状況

（1）当社に適用となる主な環境関連法規

衛生管理者の選任

遵守状況

要求事項に対して遵法

法規制等の名称

労働安全衛生法

①定期水質検査実施
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

1. 否

2. 否

3. 否

4. 否

注）記録保管：３年間、　　保管場所：事務局

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

（２）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

項 目 変更の要否 指示内容

環境経営方針

前回の指示事項への取組結果 ・廃棄物処理契約書の一元管理
・環境への取り組み手順書追加
・拠点毎の緊急事態想定

指摘事項に対して是正すること

その他 ・特になし

・法規制等の動向

・改善提案の取扱い
（システム上の)

・取引先からの要求
（クレーム調査）

環境法規制等に対する遵守
状況、並びに定期確認結果

・問題なし
・詳細：「環境関連法規制の遵
守状況」参照

法令遵守を維持すること

是正処置及び予防処置の
実施状況

・是正処置あり。
・詳細：「問題点の是正・予防
処置確認書」参照

問題が発生した場合は早期に対
応し、是正すること

環境経営目標の達成状況、並
びに環境活動計画の実施状況

・「2022環境経営レポート」及
び　「環境経営計画」参照

実績の推移を分析しながら、環
境活動に努めること

近隣住民等からの苦情・
要望の受付及び処置状況

・なし 近隣地域に対し環境保全を図っ
ていくこと

Ⅷ　代表者による全体評価と見直し

実施日：　2023年　 6月   24日

実施者：代表取締役社長　朝香 純男

事項 報告内容（要旨） 代表者の評価

 （１）全体の確認・評価
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*環境負荷実績推移（21.5～22.4）

月次 CO²目標値　 CO²実績値 廃棄物目標値　 廃棄物実績値 水使用目標値　 水使用実績値
5 19,368 15,117 7,263 2,980 81 185
6 23,592 19,334 8,847 3,500 98 4
7 22,140 22,330 8,303 9,840 92 221
8 21,696 26,553 8,136 1,860 90 5
9 25,980 18,940 9,743 6,330 108 328

10 25,788 18,287 9,671 6,900 108 4
11 30,324 22,054 11,372 8,600 126 273
12 28,860 33,678 10,823 10,770 120 2
1 21,408 34,043 8,028 3,730 89 164
2 30,144 37,961 11,304 6,290 126 1
3 33,204 28,350 12,452 8,670 138 146
4 24,132 19,956 9,050 6,720 101 5

年間合計 306,636 296,603 114,989 76,190 1,278 1,338

＊環境負荷実績推移(22.5～23.4） 作成日 23/6/24

月次 CO²目標値 CO²実績値 前年対比 廃棄物目標値 廃棄物実績値 前年対比 水使用目標値 水使用実績値 前年対比
5 18,945 14,823 -294 7,084 420 -2,560.0 79 161 -24.0
6 19,885 20,179 845 7,436 1,990 -1,510.0 83 3 -1.0
7 18,052 23,852 1,522 6,751 4,740 -5,100.0 75 229 8.0
8 16,327 22,491 -4,062 6,105 1,660 -200.0 68 3 -2.0
9 18,076 17,123 -1,817 6,760 800 -5,530.0 75 273 -55.0

10 18,076 14,820 -3,467 6,760 610 -6,290.0 75 2 -2.0
11 20,611 19,457 -2,597 7,707 3,170 -5,430.0 86 185 -88.0
12 23,419 28,717 -4,961 8,758 4,330 -6,440.0 97 3 1.0
1 16,315 29,445 -4,598 6,101 4,050 320.0 68 126 -38.0
2 14,006 25,198 -12,763 5,238 1,740 -4,550.0 58 2 1.0
3 16,279 18,361 -9,989 6,088 760 -7,910.0 68 140 -6.0
4 14,780 12,602 -7,354 5,527 1,230 -5,490.0 61 0 -5.0

年間合計 214,771 247,068 -49,535 80,314 25,500 -50,690 893 1,127 -211.0 
現状推移 115.0% 31.8% 126.2%

削減率 -15.0% 68.2% -26.2%

二酸化炭素　（㎏） 廃棄物　（㎏） 水使用量　（㎥）

二酸化炭素 廃棄物 水使用量
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全社
＊2021使用電力推移（単位　kWh）21.5～22.4

月次 深谷工場 本社 太田工場 合計
5 20,128 5,029 1,977 27,134
6 27,619 6,000 2,485 36,104
7 31,556 9,235 2,642 43,433
8 37,995 10,286 4,438 52,719
9 24,358 7,032 2,031 33,421

10 23,275 8,119 1,647 33,041
11 26,544 7,592 2,025 36,161
12 37,499 8,388 3,808 49,695
1 44,431 8,135 3,042 55,608
2 40,930 8,712 4,945 54,587
3 34,756 8,079 4,122 46,957
4 25,482 5,917 2,618 34,017

年間合計 374,573 92,524 35,780 502,877
年間平均 31,214 7,710 2,982 41,906

＊2022使用電力推移（単位　kWh）22.5～23.4 作成日 23/6/24

月次 深谷工場 前年対比 本社 前年対比 太田工場 前年対比 全体合計 前年対比 目標値 目標対実績 全体工数 目標（1人当り）

5 20,008 -120 5,338 309 1,896 -81 27,242 108 32,057 -15% 1,592 20.137
6 28,042 423 7,906 1,906 2,442 -43 38,390 2,286 33,648 14% 1,671
7 32,330 774 12,512 3,277 2,447 -195 47,289 3,856 30,547 55% 1,517
8 30,613 -7,382 10,541 255 3,264 -1,174 44,418 -8,301 27,627 61% 1,372
9 21,902 -2,456 7,368 336 2,343 312 31,613 -1,808 30,587 3% 1,519

10 17,930 -5,345 5,270 -2,849 1,872 225 25,072 -7,969 30,587 -18% 1,519
11 23,783 -2,761 6,133 -1,459 2,834 809 32,750 -3,411 34,877 -6% 1,732
12 35,432 -2,067 7,153 -1,235 4,287 479 46,872 -2,823 39,629 18% 1,968
1 37,103 -7,328 7,086 -1,049 3,668 626 47,857 -7,751 27,607 73% 1,371
2 31,558 -9,372 7,126 -1,586 1,805 -3,140 40,489 -14,098 23,701 71% 1,177
3 19,839 -14,917 6,855 -1,224 1,796 -2,326 28,490 -18,467 27,547 3% 1,368
4 13,501 -11,981 5,869 -48 1,449 -1,169 20,819 -13,198 25,010 -17% 1,242

年間実績 312041 -62532 89157 -3367 30103 -5677 431301 -71576 363,425 19% 18,048 23.897
月平均 26003 7430 2509 35942
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月度 生産工数（ｍｉｎ） 実績工数（ｍｉｎ）

5 40,087 224,323

6 41,885 173,196

7 34,540 106,880

8 19,196 96,470

9 21,154 107,900

10 43,495 140,698

11 107,579 235,971

12 337,021 383,305

1 291,339 284,715

2 52,771 162,495

3 95,751 193,740

4 50,529 172,800

年平均 1,135,347 2,282,493

2022年度　 月次生産ＰＦ管理表

＊実績工数は配膳工数を含む

ＰＦ（％） 差異（ｍｉｎ）

17.9% (184,236)

24.2% (131,311)

32.3% (72,340)

19.9% (77,274)

19.6% (86,746)

30.9% (97,203)

45.6% (128,392)

87.9% (46,284)

102.3% 6,624

49.7% (1,147,146)

32.5% (109,724)

49.4% (97,989)

29.2% (122,271)
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